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平成18年7月1日現在の人口●男1,695人●女1,727人●計3,422人（前月比－1）●転入8●転出9●出生4●死亡4●世帯数1,079（前月比－1）

平成18年７月10日

月号

○討論（要旨）
【反　対】五十嵐力雄議員
「地域のシンボルがなくなることは地区住民の方々は複雑な心情と思われるが、子供の事を考えると児
童・生徒の減少が進み複式学級となり、現実的に論議を進めないと子供の将来はなくなると思う。よって
反対します。」

【反　対】武藤　　寛議員
「（学校統合の）推進委員会において、委員は辞任したのではなく、欠席届があったことからボイコット
した。反対なら反対で最後まで反対姿勢を貫いていたら結論は出なかったと思う。子供のためにより良い
環境で勉強させるには、統合やむを得ないため反対します。」

【賛　成】佐藤　正男議員
「住民の方より異議申し立てがあるように説明責任がなされていない。白紙撤回し、機が熟し地元から声
が上がってから統合すべきと考えるので賛成します。」

【賛　成】小椋　　元議員
「この案件は、統合に関する一連の流れにおいて重大ないくつもの住民を無視した誤りがあるので、もと
に戻して欲しいという住民の直接請求によるものである。学校は地区の大事な宝であります。統合するし
ないはその地区の住民が決めることであるから、よって賛成とします。」

北塩原村立小学校、中学校及び幼稚園条例の一部を改正する条例（北山・大塩小学校及び幼稚園を北山に統合
する条例）廃止の直接請求議決結果について（地方自治法施行令第98第２項に基づく公表）

北山・大塩小学校及び幼稚園を
北山に統合する条例を廃止する条例案否決

賛　　成　　３名
佐藤　正男議員（厚生文教常任委員会委員長）

高橋　和重議員（観光・産業常任委員会委員長）

小椋　　元議員（厚生文教常任委員会副委員長）

反　　対　　７名
小椋　　眞議員（観光・産業常任委員会委員）

五十嵐　肇議員（観光・産業常任委員会委員）

小椋　義正議員（厚生文教常任委員会委員）

酒井　作男議員（総務常任委員会副委員長）

武藤　　寛議員（総務常任委員会委員長）

遠藤　栄久議員（観光・産業常任委員会副委員長）

五十嵐力雄議員（総務常任委員会委員）



広報きたしおばら ②

去る７月３日、北塩原村立小学校、中学校及び幼稚園条例の一部を改正する条例（北山・大塩小
学校、幼稚園を北山に統合する条例）の条例改廃直接請求代表者が村役場を訪れ、条例廃止の直接
請求書を村長に提出しました。

北塩原村立小学校、中学校及び幼稚園条例の一部を改正する条例

「北山・大塩小学校及び幼稚園を北山に統合する条例」廃止請求の要旨

（１）議決するまで、村当局及び教育委員会は、一回たりとも、集落への説明会はなかった。
（２）統合推進委員会（諮問委員会）の中に、村議会議員が参加しているのは、議決機関と諮問

機関が混同しているのは正しい諮問委員会とはいえない。
（３）特に、点数制評価は、専門の人でなく、素人の諮問委員会、しかも、大塩地区の委員10

名が辞任し、不在のまま決定されているのは、有効とは思われない。
（４）統合推進委員会議（諮問委員会）の進め方が、一方的で統合の結論だけを急いだ経過があ

る。
（５）統合推進委員会（諮問委員会）の答申に基づき、決議されたものである。

改廃請求者から提出された条例案
北塩原村立小学校、中学校及び幼稚園条例の一部を改正する条例を廃止する条例

北塩原村立小学校、中学校及び幼稚園条例の一部を改正する条例（平成18年北塩原村条例第３
号）は廃止する。

附　　則
この条例は、公布の日から施行する。

それを受けて７月10日に村議会臨時会が招集され、北山・大塩小学校、幼稚園を北山に統合しな
い内容の条例案が村長の下記意見書と共に議案として村長より提出されました。

意　　見　　書

北塩原村立小学校、中学校及び幼稚園条例の一部を改正する条例
「北山・大塩小学校、幼稚園を北山に統合する条例」は、廃止すべきでない。

（理　由）
北山・大塩地区の幼児・児童数の減少が続いており、基礎教育の場としての小学校の適正規

模を欠く状況にあることから、教育環境を改善し、心豊かに、たくましく生きる人間形成と学
力向上を目指すため、教育委員会では平成17年５月13日「北山・大塩小学校及び幼稚園を統
合する」との方針決定をした。
村ではその方針決定通知を受け、地域にとって最も重要な問題であることから、各地区の代

表者による責任ある審議が必要と判断した。そのため、村民サイドの一番の意思決定機関であ
る諮問委員会を設置することとした。委員には責任ある立場の各地区の関係機関の代表の方々
を選任、委嘱し、諮問した。
平成18年２月８日、諮問委員会（統合推進委員会）より「豊かな人間形成と学力の向上を図
るためには統合が必要であり、平成19年４月１日に北山小学校、幼稚園に統合する」との答申
があった。
村長の一切の権限を委ねた諮問委員会の結論を尊重し、この答申に従って、平成18年３月村
議会定例会に条例の改正案を提出し、可決決定されたものである。
よって、改正条例は、廃止する必要はない。

平成18年７月10日
北塩原村長　高　橋　　伝　　

住民直接請求による村議会臨時会招集までの経過



③ 広報きたしおばら

天候に恵まれた６月４日（日）、北山・大

塩・裏磐梯の３地区で小学校・村民合同運

動会が開催されました。

幼稚園や小学校の子どもたちの競技が始

まると、歓声と笑顔に会場は包まれました。

村民の皆さんも、地区対抗種目にはかなり

力が入っていたようです。

３地区それぞれに行われたクイズでは、各

地区に関する問題を中心に○か×かで出題

され、答えを聞くごとに

一喜一憂していました。
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６月よりスタートした裏磐梯エコツーリ
ズムカレッジでは、通常の講義に加え、地
域の方々が主体的に取り組む『地域講座』
を開講します。

昨年度は桧原集落で開講し、「桧原探検隊」を結成して
① エコツーフェスタでの体験プログラムの提供
② カレッジでの「郷土料理」の指導
③ 暦づくり

等を行いました。
今年度も、このような活動をしたい地区を募集してい
ます。関心をお持ちの地区は、事務局へご連絡ください。
推進協議会からスタッフが出向き、主旨や進め方を説明
します。

◆◆◆ 今後の講義予定 ◆◆◆

９月以降の秋･冬学期分は、
７月末頃にご案内します。

お楽しみに！

■問い合わせ先　南東北裏磐梯診療所 32－２００９

毎週水曜日 第１，３金曜日 第１，３火曜日
第２土曜日

第２，４火・金曜日
第１，３木曜日 第２，４木曜日 毎週月曜日

第１、４土曜日
神経内科大原　宏夫　医師

脳神経外科

伊橋　健治　医師
総合診療科
心臓外科

仲野　雅幸　医師

脳神経外科

太田　淳　医師
小児科

心臓血管外科

笹沼　仁一　医師

脳神経外科 第３土曜日
外科

※熱中症は、体内
の水分と塩分の不
足で起こります。

当日の受付や資料の配布など、カレッジの運営にお
ける様々なサポートをしてくれる人を募集していま

す。関心のある人はご連絡ください。

■連絡・問い合わせ先　　観光政策課（裏磐梯エコツーリズム推進協議会事務局） ３２－２５１１
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熱中症対策 熱けいれん

熱失神

熱疲労

熱射病

症　　　状 対　処　法

足、腕、腹部などの筋肉に痛みを伴っ
たけいれんが起こる。

脈が速くて弱くなり、顔面蒼白、呼吸
回数の低下、唇のしびれから、めまい、
失神が起こる。

体温上昇、脱力感、めまい、頭痛、吐
き気

体温上昇（40℃前後以上。)意識障害。

塩分濃度0.9％の水分（生理食塩水と
同じ）を補給し涼しい所で安静。

急に運動を止めた時に起こりやすいと言
われる。涼しい所へ移動し衣服をゆるめ、
安静にして寝かせ水分を補給する。

衣服をゆるめ、安静にして横になり、水分
（塩分濃度0.2％程度のもの）を補給する。

冷却をしつつ救急車を呼んで集中治療
室のある総合病院へ運ぶ。
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☆材料（マフィンカップ10～15個分）
強力粉……………………200㏄
ベーキングパウダー…小さじ４　
カッテージチーズ……100ｇ
牛乳…………………大さじ４
サラダ油……………大さじ４
砂糖 ……………………30ｇ
塩…………………………少々
はちみつ …………………50㏄
牛乳……………………大さじ２
バニラエッセンス…………少々
無塩バター ………………50ｇ

ボウルに強力粉とベーキングパ
ウダーをふるい入れ、 の材料
を入れて混ぜたら型にはりつけ
るように敷きつめます。

point2 ☆焼き上がった表面が
“はちのす”に似てい
ることから、この名が
ついています。

の上に をふりかけ、バター
をちらします。170～180度に
熱したオーブンで20～25分焼き
ます。

容器にはちみつ、牛乳、バニラ
エッセンスを入れて混ぜます。

○子宮ガン施設検診　～20歳を過ぎたら子宮ガン検診を受けましょう～
○乳ガン施設検診　　～40歳を過ぎたら症状が出る前に定期的な検診を受けましょう～

乳ガンを早期に発見する方法として「マンモグラフィ－（レントゲン撮影）と視触診」を行います。

１．実施期間

２．実施医療機関

３．対象

４．自己負担

６．持参物

７．検査結果票

子宮ガン施設検診

平成18年８月１日(火)～９月30日（土）

指定医療機関
（喜多方地区、会津若松地区の産婦人科がある医療
機関）

20歳以上の女性

頸ガン　１，０００円
体ガン　　　８００円
病院窓口に直接お支払いください

村で発行する受診票

後日、郵送にてお知らせします

乳ガン施設検診

○福島県立喜多方病院
平成18年８月21日(月)～平成19年２月28日（水）
○小野病院
平成18年８月１日(火)～10月31日（火）

40歳以上の女性
（40歳以下でも希望の方は受診可）

１， ０００円

病院窓口に直接お支払いください

村で発行する申込書、問診票及び健康保険証

検診当日お渡しします

【エネルギー】 137kcal
【たんぱく質】 2.7g
【脂　　　質】 6.7g
【カルシウム】 39mg
【塩　　　分】 0.3g

※すべて１人分です。
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point1 ☆大きな型で焼く場合は、
直径21ｃｍのケーキ型
を使うとよい分量です。

＊対象者には、保健衛生協力員を通じて通知が送付されています。通知のこない方で検診を希望される方は９月25日（月）まで保健センタ－へご連絡ください。

Ａ

希望日の２週間前までに、電話で予約してくださ
い
福島県立喜多方病院　　　 ２２－２１８１
小野病院　　　　　　　　 ２２－０４１４

５．受診方法
村で発行する受診票を指定の医療機関窓口に提示

してください

Ａ



“社会を明るくする運動”は犯罪
や非行の防止と、罪を犯した人たち
の更生や非行の無い明るい社会を築
こうとする運動です。
子どもたちを非行から守り、非行
に陥った子どもたちの立ち直りを助
けるため、地域の理解と協力の輪を
広げましょう。

「特設人権相談所」開設のお知らせ
■日　時
平成18年７月21日（金）午前10時～午後３時

■場　所
村コミュニティーセンター
※相談は無料で秘密は守られます。お気軽にご相談ください。
■問い合わせ先
住民ふれあい課生活班　 23－3113

新しい選挙管理委員に６月６日

付けで、補充員であった外島二郎

さん（桧原）が選任されました。

今後のご活躍に期待しています。

なお、退職された相原誠さん

（秋元）、長い間お疲れ様でした。

■北塩原村選挙管理委員会

委　員　長………大　竹　　　實（上川前）

職務代理者………佐　藤　元　昭（谷地）

委　　　員………小　椋　俊　隆（早稲沢）

委　　　員………外　島　二　郎（桧原）

（新）選挙管理委員に
外島二郎さん

ユニバーサルデザイン
セミナーが開催されます

広報きたしおばら ⑥

来年採用予定の喜多方地方広域市町村圏組合消防吏
員（高卒以上）を募集します。
■受付期間
平成18年7月12日（水）～8月11日（金）
■第一次試験
・ 試験日　　9月17日（日）
・ 試験会場　福島県立喜多方工業高等学校
■採用職種及び予定人員
・職種　　　　　　消防吏員
・採用予定人員　　若干名
■受験資格
昭和56年4月2日から平成元年4月1日までに生ま
れた方で、学校教育法による高等学校以上の学校を
卒業した方及び平成19年3月卒業見込みの方。（性
別は問いません。）

■問い合わせ先
〒966-0056
喜多方市字屋敷免3958番地
喜多方地方広域市町村圏
組合消防本部総務課
0241－22－6211（内線231）

消防吏員（高卒以上）募集
平成18年度福島県警察官採用試験が以下のとおり

行われます。
■受付期間
平成18年７月31日（月）～８月11日（金）

■第一次試験
・ 試験日　　９月17日（日）

■採用予定人員
・男性警察官45人程度／女性警察官 5人程度

■受験資格
昭和52年４月２日から平成元年４月１日までに

生まれた方で、次のいずれかの方は除かれます。
１．大学を卒業した方または平成19年３月末まで

に大学を卒業する見込みの方
２．人事委員会が１に該当する方と同等の資格があ

ると認める方
■問い合わせ先
福島県警察本部警務教養課人事係
採用フリーダイヤル　 0120－27－6314
またはお近くの警察署・交番・駐在所
（受験申込書は警察署にあります。）

喜多方警察署
0241－22－5111（警務課）

福島県警察官募集

福島県では、県民の皆さんにユニバーサルデザ

インに関する情報を広く知ってもらうため、セミ

ナーを開催し、講演や事例の紹介を行います。

入場は無料です。多数の方々の来場をお待ちし

ています！

■日　時　７月27日（木）

午後１時30分から

■会　場　喜多方プラザ小ホール

■問い合わせ先

喜多方建設事務所企画調査グループ

0241－24－5717

７月は
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休日当番医

猪俣医院…………… 2 2 - 0 2 6 4

いとう眼科………… 2 2 - 5 9 0 0

きたかた診療所……… 2 3 - 3 6 1 1

入澤病院…………… 2 2 - 0 2 6 7

第二次救急当番医

県立喜多方病院…… 2 2 - 2 1 8 1

小野病院…………… 2 2 - 0 4 1 4

有隣病院…………… 2 4 - 5 0 2 1

佐原病院…………… 2 2 - 5 3 2 1

第２次救急当番医は、休日・夜間に入院治療を必
要とする重症患者の救急医療体制です。
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「極上の会津プロジェクト」の一環として、７月１日
から『ぐるっと磐梯山号』が運行を開始しました。
このバスは、猪苗代駅を出発して五色沼、磐梯ゴー

ルドライン、慧日寺、野口英世記念館、世界ガラス館
などの観光名所を見学時間を設けて巡る１日周遊観光
バスです。料金は2,000円で、各施設の割引券や記念
品引換券が付いています。
皆さんのご利用をお待ちしております！

■運行期間
平成18年7月1日（土）～11月12日（日）

■運行ダイヤ（１日１便）
猪苗代駅発 ８：50⇒観光名所巡り
⇒猪苗代駅着 15：25⇒裏磐梯高原駅着 16：00

■問い合わせ先
観光政策課 ３２－２５１１
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日焼けは仕事の勲章
小川　一

はじめ

さん（樟）

第65回

雄国沼にニッコウキスゲが咲き誇るこの季節、真

っ黒に日焼けしながら雄国の自然を守っている小川

一さん。「この黒さが、仕事の勲章なんだな！」

『雄国沼湿原監視員』の小川さんは、観光客が多

いこの時期、植物・木道の監視や湿原内での案内を

しています。「毎日、毎年見続けているけど、まだ

まだ知らない花はいっぱいあるよ。天気のいい日な

んて、帰りたくなくなっちゃうね。」

訪れる人を魅了する花々。その魅力に負けてか、

盗掘や湿原内への踏み込みがあとを絶たないそうで

す。「たくさんの人が雄国の素晴らしさに触れるの

はいいんだけど、自然が壊されては意味がないからね。」小川さんは、マナーの大切さを訴えます。「マナー

を守れば監視員なんていらない。いつか、監視員のいらない雄国になれば…」と、思いを語ってくださいま

した。

そんな小川さんですが、実は「雄国山なんてあんまり登ったことはなかった」とか。「いくら地元とは言

っても、実際に来てみないと良さは分からないって、この仕事をしてつくづく感じたよ。だって、あんな山

の上にこんなきれいな花が咲いてるなんて、考えられないでしょ（笑）」

この村にある、ずっと守りたい風景。その一つが、雄国です。

財務政策課　佐藤　喬
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■問い合わせ先 －
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